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学
員
会
か
ら
「
49
年
白
門
会
」
の
立
ち

上
げ
の
話
が
あ
り
、
当
時
理
工
学
部
事
務

室
に
勤
務
し
て
い
た
私
に
も
、
発
起
人
の

一
人
と
し
て
の
お
声
が
か
か
り
ま
し
た
。

中
央
大
学
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

当
然
か
と
思
い
ま
し
た
し
、
他
に
も
同
期

の
職
員
が
何
人
か
お
り
ま
し
た
の
で
、
幹

事
の
一
人
と
し
て
お
役
に
立
て
れ
ば
と
引

き
受
け
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
顔
合
わ
せ
で
の
役
員
決
定
ま

で
は
、
重
苦
し
い
雰
囲
気
が
漂
い
、
確
か
、

は
じ
め
に
支
部
長
へ
山
﨑
厚
太
氏
が
名
乗

り
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
幹
事
長
に
は
、
誰

も
が
頭
を
垂
れ
静
ま
り
か
え
っ
て
い
ま
し

た
。
誰
し
も
が
中
大
職
員
か
ら
の
選
出
を

望
む
雰
囲
気
の
な
か
、
同
期
職
員
の
中
か

ら
も
職
務
上
出
来
な
い(

？)

と
い
う

声
ま
で
出
て
、
次
第
に
私
へ
の
包
囲
網
が

狭
ま
っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
こ
と
を
記
憶
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49
年
白
門
会
幹
事
長　

中
島　

章
夫

し
て
お
り
ま
す
。

　

結
局
、
私
が
幹
事
長
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
早
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
の

暖
か
い
ご
協
力
の
も
と
、
会
も
順
調
に
軌

道
に
乗
り
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
更

な
る
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

「
総
会
」、「
新
年
会
」、「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」
が
会
の
基
本
行
事
と
な
り
、
各

種
行
事
が
定
例
化
さ
れ
た
こ
と
、
発
足
当

時
は
、
50
歳
前
後
の
た
め
、
仕
事
で
会
へ

の
参
加
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
方
が
、
60

歳
を
迎
え
、
各
種
行
事
へ
の
初
参
加
者
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
等
々
が
会
を
運
営

す
る
一
人
と
し
て
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
10
年
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
手
探
り
の
状
態
で
幹
事
長
の
職
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
会
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
役
員
の
方
々
、
会
員
の
皆

様
の
お
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、改
め
ま
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

幹
事
長
就
任
当
時
は
、
後
楽
園
キ
ャ
ン

パ
ス
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
多
摩
の
法
学
部
事
務
室
、
再
び
都
心

の
御
茶
ノ
水
の
学
員
会
本
部
事
務
局
、
ま

た
多
摩
の
学
生
課
、
そ
し
て
現
在
の
創
立

125
周
年
記
念
事
業
募
金
推
進
本
部
事
務
局

と
都
心
と
多
摩
を
交
互
に
移
り
歩
い
た
こ

と
が
、
幹
事
長
職
を
遂
行
す
る
上
で
、
一

番
の
障
害
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
幹
事
長
と
し
て

の
喜
び
に
つ
い
て
若
干
触
れ
ま
す
と
、
入

会
は
し
た
の
に
、
会
費
等
全
く
音
沙
汰
の

無
か
っ
た
方
か
ら
の
会
へ
の
参
加
な
ら

び
に
会
費
の
振
り
込
が
あ
っ
た
時
に
は
、

「
あ
あ
、
良
か
っ
た
」
と
、
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
す
。
200
余
名
の
会
員
が
お
り
ま
す

が
、
中
に
は
、
全
く
音
沙
汰
の
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
が

一
人
で
も
多
く
、60
歳
前
後
と
な
っ
た
今
、

駿
河
台
、
後
楽
園
で
同
じ
時
代
を
過
ご
し

た
者
の
こ
の
会
で
親
睦
を
深
め
る
の
は
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

阿
久
悠
の
代
表
曲「
青
春
時
代
」に「
青

春
時
代
は
、
あ
と
か
ら
ほ
の
ぼ
の
思
う
も

の
」と
い
う
素
晴
ら
し
い
詞
が
あ
り
ま
す
。

我
々
も
、
多
く
の
同
期
が
第
２
の
人
生
に

旅
立
と
う
と
し
て
い
る
今
、
今
年
125
周
年

を
迎
え
た
中
央
大
学
で
過
ご
し
た
青
春
時

代
を
ほ
の
ぼ
の
と
思
い
浮
か
べ
、
健
康
一

番
で
皆
さ
ん
の
力
で
、
49
年
白
門
会
を
盛

上
げ
て
ゆ
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
と
、
150
周
年

記
念
を
お
祝
い
で
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

幹
事
長
10
年
を
振
り
返
っ
て

5 月の学員総会で、10 年間の幹事
長活動で学員表彰された中島氏。
会長とのツーショット。
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■
第
１
号
議
案

２
０
０
９
年
度
事
業
活
動
報
告

１
・
２
０
０
９
年
４
月
４
日
（
土
）

寄
席
見
学
「
新
宿
末
広
亭
」

（
新
宿
末
広
亭
…
出
席
者
数
８
名
）

２
・
２
０
０
９
年
７
月
４
日
（
土
）

10
周
年
記
念
総
会

浅
香
光
代
vs
葛
西
聖
司
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

（
茅
場
町
「
鉄
鋼
会
館
」
…
出
席
者
数
55
名
）

３
・
２
０
０
９
年
８
月
１
日
（
土
）

納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
と
東
京
都
写
真
美
術
館
見
学

（
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
…
出
席
者
数
12
名
）

４
・
２
０
０
９
年
10
月
25
日
（
日
）

第
20
回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参
加

（
中
央
大
学
多
摩
校
舎
…
出
席
者
数
25
名
）

５
・
２
０
０
９
年
11
月
28
日
（
土
）

石
神
井
公
園
野
鳥
観
賞
の
会

（
石
神
井
公
園
…
出
席
者
数
15
名
）

６
・
２
０
１
０
年
１
月
30
日
（
土
）

中
央
大
学
49
年
白
門
会
２
０
１
０
年
新
年
会

（
銀
座
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン
ミ
本
店
…
出
席

者
数
30
名
・
２
次
会
を
含
め
て
）

７
・
２
０
１
０
年
３
月
６
日
（
土
）

神
田
明
神
と
湯
島
天
神
梅
祭
り
散
策
会

（
神
田
明
神
、湯
島
天
神
…
出
席
者
数
19
名
）

８
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
会
報
の
発
行

・
第
18
号
・
２
０
０
９
年
６
月
６
日
（
土
）

・
第
19
号
・
２
０
０
９
年
12
月
５
日
（
土
）

９
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
役
員
会
活
動

　
　
（
10
周
年
役
員
会
を
含
む
）

・
第
49
回
・
２
０
０
９
年
４
月
15
日
（
水
）

・
第
50
回
・
２
０
０
９
年
５
月
13
日
（
水
）

・
第
51
回
・
２
０
０
９
年
５
月
27
日
（
水
）

・
第
52
回
・
２
０
０
９
年
６
月
６
日
（
土
）

・
第
53
回
・
２
０
０
９
年
６
月
24
日
（
水
）

・
第
54
回
・
２
０
０
９
年
７
月
１
日
（
水
）

・
第
55
回
・
２
０
０
９
年
７
月
15
日
（
水
）

・
第
56
回
・
２
０
０
９
年
９
月
16
日
（
水
）

・
第
57
回
・
２
０
０
９
年
10
月
17
日
（
土
）

・
第
58
回
・
２
０
０
９
年
12
月
５
日
（
土
）

・
第
59
回
・
２
０
１
０
年
２
月
13
日
（
土
）

・
第
60
回
・
２
０
１
０
年
３
月
10
日
（
水
）

　

 

泫
第
50
回
〜
54
回
の
役
員
会
は
、
10

周
年
事
業
部
会
と
併
用

10
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
10
周
年
事
業
部
会
活
動

・
第
７
回
・
２
０
０
９
年
４
月
９
日
（
木
）

・
第
８
回
・
２
０
０
９
年
４
月
18
日
（
土
）

11
・
新
入
会
員
数

・
新
入
会
員
（
11
名
）
…
10
周
年
記
念
総

会
（
３
名
）・
ネ
ッ
ト
等
か
ら
入
会
（
８
名
）

■
第
３
号
議
案

２
０
１
０
年
度
事
業
計
画
案

１
・「
中
央
大
学
49
年
白
門
会
」
事
業
計

画
基
本
に
つ
い
て

会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
、
会
の
組
織
強

化
、
中
央
大
学
お
よ
び
学
員
会
他
支
部
と

の
交
流
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

⑴ 

親
睦
会
・
懇
親
会
等
の
開
催
と
各
種
同

好
会
活
動
の
実
施

⑵
会
員
名
簿
・
会
報
の
発
行

⑶
新
規
会
員
の
勧
誘

⑷
中
央
大
学
学
員
会
他
支
部
と
の
交
流

２
・
２
０
１
０
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

⑴ 

「
明
治
神
宮
菖
蒲
園
散
策
会
」

　
（
明
治
神
宮
２
０
１
０
年
５
月
22
日
（
土
））

⑵ 

「
総
会
」（
中
央
大
学
「
プ
リ
オ
ー
ル
」

２
０
１
０
年
７
月
３
日
（
土
））

⑶ 

「
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
（
２
０
１
０
年
７
月
31
日（
土
））

⑷  

「
浅
草
寺
参
詣
と
伝
法
院
菊
花
展
見
学
」

（
２
０
１
０
年
10
月
16
日
（
土
））

⑸ 

「
新
年
会
」（「
銀
座
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン
ミ

本
店
」
２
０
１
１
年
１
月
29
日
（
土
））

⑹ 

「
葛
飾
柴
又
散
策
」

　
（
２
０
１
１
年
３
月
12
日
（
土
））

■
第
５
号
議
案

２
０
１
０
年
度
役
員
案

会
長　
　
　
　
　

山
﨑
厚
太
（
経
）
再
任

副
会
長　
　
　
　

葛
西
聖
司
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

宮
川　

保
（
経
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
司
平
（
法
）
再
任

幹
事
長　
　
　
　

中
島
章
夫
（
経
）
再
任

副
幹
事
長

（
広
報
部
長
）
大
竹
力
三
（
法
）
再
任

　
（
会
計
部
長
）
原　

伸
正
（
経
）
新
任

　
（
事
業
部
長
）
小
澤
秀
敏
（
経
）
新
任

　
　
　
　
　
　
　

荒
木
康
裕
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

益
田
耕
二
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

明
（
理
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

石
見　

望
（
理
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
秀
和
（
文
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

石
川
晶
雄
（
経
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
和
幸
（
法
）
新
任

会
計
監
事　
　
　

藤
本
真
也
（
法
）
新
任

　
　
　
　
　
　
　

安
藤
正
幸
（
経
）
新
任

　
　
　
　
　
　
　

大
谷
洋
一
（
法
）
新
任

■第２号議案
2009年度収支決算書
（2009年4月1日～2010年3月31日）

〈収入の部〉     (単位 円)
費 目 決算額

会 費 収 入 533,000
懇親会収入 484,941
雑 収 入 266,119
収入の部合計 1,284,060
〈支出の部〉

費 目 決算額
通 信 費 309,690
事 業 費 385,210
懇 親 会 費 517,017
事 務 費 15,760
交際接待費 475,035
雑 費 13,096
支出の部合計 1,715,808
収 支 差 額 ▲ 431,748
前年度繰越金 1,058,786
次年度繰越金 627,038

〈収入の部〉                          〈支出の部〉
費　用 概　要 予算額 費　用 概　要 予算額

会 費 収 入 会員 100 名×＠ 3,000 円＋新
規会員 10 名×＠ 4,000 円 340,000

通 信 費 会報発送代他 50,000
事 業 費 会報制作費他 160,000

懇親会収入
総会・新年会＠ 5,000 円×
40 名×２回 400,000

懇 親 会 費 総会パーティー費・新年会費他 400,000
事 務 費 封筒代他 50,000

雑 収 入
（125 周年寄付金還付金、学員
会からの支部活動協力金） 150,000

交 際 費 125 周年寄付金他 60,000
雑 費 振替手数料、インターネット代他 10,000

収 入 計 890,000 支 出 計 730,000
前年度繰越金 627,038 次年度繰越金 787,038
合 計 1,517,038 合 計 1,517,038

■第４号議案 2010 年度予算案

【49年白門会2010年度総会】
2010 年７月の最初の土曜日に御茶ノ水の駿河台記念館に
おいて 10 年度の総会が開かれた。役員改選で新しい人も
加わり、設立 11 年目の新しい一歩を踏み出した。
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10
周
年
で
新
体
制

役
員
入
れ
替
え
! !

　

７
月
最
初
の
土
曜
日
は
恒
例
の
「
49
年

白
門
会
」
の
総
会
日
。
今
年
は
３
日
で
し

た
。
今
夏
の
猛
暑
を
予
感
さ
せ
る
よ
う
な

蒸
し
暑
い
、
梅
雨
明
け
間
近
の
神
田
御
茶

ノ
水
。
こ
こ
数
年
の
総
会
は
、
後
楽
園
の

理
工
学
部
校
舎
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今

年
は
創
立
10
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

10
年
前
に
設
立
総
会
が
行
わ
れ
た
、
中
央

大
学
駿
河
台
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
な
っ
た
記
念
館
１
階
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
プ
リ
オ
ー
ル
」
に
は
午
後
３
時

の
総
会
開
始
時
に
は
30
名
の
会
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
半
分
を
仕

切
っ
て
会
場
を
作
り
、総
会
の
ス
タ
ー
ト
。

　

山
﨑
会
長
の
「
昨
年
は
10
周
年
記
念
総

会
が
行
わ
れ
た
結
果
11
名
の
方
が
新
た
に

新
会
員
と
な
ら
れ
た
」
と
い
う
挨
拶
に
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
総
会
に
も
数
名
の
新
会

員
の
出
席
が
見
ら
れ
た
。
昨
年
は
10
周
年

記
念
総
会
だ
っ
た
が
、
今
回
は
２
０
０
０

年
に
設
立
し
て
か
ら
の
10
周
年
目
の
総
会

に
な
り
ま
す
。

　

議
長
に
は
益
田
耕
二
さ
ん
が
選
ば
れ
早

速
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
第
１
号
議

案
の
09
年
度
の
事
業
活
動
報
告
を
石
川
事

業
部
長
が
、
第
２
号
、
４
号
議
案
の
09
年

度
収
支
決
算
報
告
、
10
年
度
予
算
案
に
対

し
て
は
中
島
幹
事
長
が
、
10
年
度
の
事
業

計
画
案
は
石
川
事
業
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
説

明
さ
れ
、
各
議
案
と
も
賛
成
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
計
監
査
報
告

は
小
澤
秀
敏
会
計
監
事
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
総
会
は
２
年
毎
の
役
員
改
選
の

時
期
で
も
あ
り
、
事
前
に
立
候
補
者
を
募

集
し
た
が
、
立
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
こ

と
を
宮
川
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
発
表
が

あ
っ
た
。
そ
の
発
表
を
受
け
て
、
山
﨑
会

長
が
役
員
候
補
者
を
紹
介
す
る
形
で
候
補

者
案
を
発
表
し
審
議
し
ま
し
た
。
再
任
の

候
補
者
案
と
、会
計
部
長
に
原
伸
正
さ
ん
、

事
業
部
長
に
小
澤
秀
敏
さ
ん
、
会
計
監
事

に
安
藤
正
幸
さ
ん
、
藤
本
真
也
さ
ん
、
大

谷
洋
一
さ
ん
、
副
幹
事
長
に
高
橋
和
幸
さ

ん
を
そ
れ
ぞ
れ
新
し
く
候
補
に
す
る
案
が

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
40
分
で
総
会
も
無
事
終
了
し
、
懇
親

会
用
に
テ
ー
ブ
ル
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て

か
ら
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
総
会
で
帰
る

人
と
、
懇
親
会
か
ら
出
席
す
る
人
が
い
て

人
数
に
少
し
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。

定
年
、還
暦
、初
参
加

懇
談
の
輪
が
広
が
る

　

石
川
晶
雄
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
、
山
﨑

会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
で
会
が
始
ま

っ
た
。
今
年
も
名
古
屋
や
新
潟
か
ら
駆
け

付
け
て
く
れ
た
会
員
や
、
初
め
て
参
加
す

る
会
員
な
ど
を
囲
み
歓
談
の
輪
が
広
が
っ

た
。
久
し
ぶ
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
懇
親

会
な
の
で
、
例
年
よ
り
は
料
理
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
。

　

会
の
途
中
で
中
島
幹
事
長
か
ら
11
月
に

行
わ
れ
る
125
周
年
記
念
式
典
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

―

が
な
く
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
。

　

10
年
前
の
参
加
者
か
ら
は
か
な
り
の
顔

触
れ
も
変
わ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら

参
加
し
て
い
る
会
員
も
い
る
が
、
４
、５

年
前
か
ら
参
加
さ
れ
な
く
な
っ
た
会
員
も

い
る
。
新
し
く
会
員
に
な
っ
た
方
や
、
会

員
だ
っ
た
け
ど
初
め
て
参
加
す
る
人
な

ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
参
加
者
が
増

え
て
き
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

　

還
暦
を
迎
え
る
年
代
の
人
が
多
く
、
ま

た
定
年
を
迎
え
る
会
員
も
い
て
、
年
金
、

病
気
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
が
い
な
ど
の
話

題
で
盛
り
上
が
っ
た
。
腰
を
痛
め
し
ば
ら

く
動
け
な
か
っ
た
人
や
、「
退
職
す
る
と

キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
が
あ
る
か
な
い
か
が
大
事

だ
」
と
い
う
の
で
、
何
の
こ
と
か
と
聞
き

返
す
と
「
今
日
、
用
（
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
）
が

あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
定
年
後
の
生
活

の
こ
と
だ
と
い
う
、
笑
え
な
い
現
実
的
な

話
も
聞
か
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
教
養
」

が
な
け
れ
ば
も
っ
と
悪
い
こ
と
に
な
る
が

…
。

　

酒
も
料
理
も
口
に
入
れ
る
量
が
10
年
前

と
は
明
ら
か
に
減
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
う
や
っ
て
会
に
出
て
飲
食
で
き
る

こ
と
が
幸
せ
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
会

場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
半
分
を
パ
ー
テ
ィ
ー

シ
ョ
ン
で
仕
切
っ
て
営
業
中
だ
っ
た
が
、

そ
ち
ら
も
同
窓
会
ら
し
き
20
人
く
ら
い
の

団
体
客
が
い
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　

恒
例
の
校
歌
、
応
援
歌
を
小
澤
さ
ん
の

リ
ー
ド
で
歌
い
、
山
﨑
司
平
副
会
長
の
一

本
締
め
で
お
開
き
に
な
っ
た
。
最
後
は
全

員
で
記
念
写
真
を
パ
チ
リ
。

　

二
次
会
は
す
ぐ
近
く
の
「
咲
く
ら
」
で

十
数
人
が
参
集
し
て
２
時
間
の
歓
談
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
広
報
部
）

懐かしい御茶ノ水で総会・懇親会を開催!!
2010 年 7 月 3 日（土）に 10 年度の総会が、10 年前の設立総会と同じ場所の、
駿河台記念館で行われました。アラカン世代の同期 30 名が集合。役員の改選も
あり、また新会員の参加など顔触れもリフレッシュ。御茶ノ水界隈は 36 年前の
面影は残しておりませんでしたが、私たちの学生時代の思いは健在でした。
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新
し
い
人
生
を

始
め
た
い

長
瀬　

教
子（
文
）
埼
玉
県

北
葛
飾
郡

　

｢

今
か
ら
、新
し
い
人
生
を
始
め
た
い｣

。

そ
ん
な
こ
と
を
妻
が
言
い
だ
し
た
も
の
で

す
か
ら
、夫
は
苦
い
顔
を
し
て
言
い
ま
す
。

｢

何
が
不
満
な
ん
だ
？｣

い
い
え
、
不
満

は
何
も
な
い
ん
で
す
。
３
人
の
子
供
た
ち

は
立
派
に
育
ち
、｢

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
は

自
分
の
思
う
よ
う
に
生
き
た
い｣

と
い
う
、

ご
く
自
然
の
感
情
の
発
露
な
ん
で
す
。

　

実
は
私
は
大
学
時
代
、
漫
研
に
所
属
し

て
い
ま
し
て
、
結
婚
し
て
か
ら
遅
咲
き
の

漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
15
年
あ
ま
り
、
少
女

マ
ン
ガ
や
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ミ
ッ
ク
を
描
い

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
家
庭
の
事
情
と

能
力
の
限
界
か
ら
、
介
護
施
設
の
看
護
職

に
転
身
。
約
15
年
間
、
お
年
寄
り
の
介
護

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
お
年
寄
り
た
ち
が
幼
稚
園

で
や
る
よ
う
な
工
作
を
し
て
い
る
の
を
憂

い
、
高
齢
者
の
た
め
の
本
格
手
芸
『
プ
ラ

ン
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
』
を
考
案
し
、
現

場
で
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
目
標
は
、
プ

ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
を
日
本
中
に
広

げ
る
こ
と
で
す
。

　

マ
ン
ガ
、
介
護
、
手
芸
。
一
貫
性
の
な

い
経
歴
で
す
が
、
そ
れ
が
、
近
い
将
来
、

集
大
成
と
し
て
、
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま

す
。本
の
出
版
が
決
ま
り
そ
う
な
の
で
す
。

　

思
う
よ
う
に
生
き
て
き
て
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
そ
う
さ
せ
て
も
ら
え
る
幸
せ
。

退
職
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た

夫
に
、
感
謝
を
こ
め
て
「
今
ま
で
家
族
の

た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
て
、
ほ
ん

と
う
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
は
私
が

代
わ
り
に
働
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
自
由

に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。
青
春
の
こ
ろ

の
よ
う
に
」

も
う
一
度
行
き
た
い

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

黒
川　

憲
治（
法
）
東
京
都

東
久
留
米
市

　

今
年
も
無
事
ゴ
ー
ル
す
れ
ば
、
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
は
連
続
19
回
完
走
（
歩
）
達

成
と
な
る
。
最
初
は
92
年
の
第
19
回
の
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
。
マ
ラ
ソ
ン
仲
間
３

人
で
参
加
し
た
。
59
歳
の
Ｎ
さ
ん
と
47
歳

の
Ｏ
さ
ん
、
そ
し
て
42
歳
の
私
と
い
う
陣

容
。
結
果
、
年
齢
順
に
Ｎ
さ
ん
、
Ｏ
さ
ん
、

そ
し
て
私
と
い
う
順
に
ゴ
ー
ル
。
今
思
え

ば
懐
か
し
い
思
い
出
だ
。
そ
の
Ｎ
さ
ん
と

は
、
94
年
７
月
に
何
と
マ
ラ
ソ
ン
３
回
目

で
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
挑
戦
し
た
。
そ

の
大
会
に
は
今
で
は
宮
崎
知
事
に
な
っ
た

そ
の
ま
ん
ま
東
さ
ん
と
、
世
界
一
周
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
中
の
間
寛
平
さ
ん
が
参
加
し

て
い
た
。
こ
の
お
二
人
と
は
途
中
ま
で
抜

き
つ
抜
か
れ
つ
で
走
っ
て
い
た
の
だ
け
ど

（
そ
う
思
っ
て
い
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

け
ど
…
）、
折
り
返
し
点
前
で
抜
か
れ
て

し
ま
っ
た
。

　
「
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
910
、
ク
ロ
カ
ワ
」

と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
中
、
５
時
間
21
分
31

秒
で
何
と
か
ゴ
ー
ル
。
ゴ
ー
ル
時
に
あ
ま

り
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
コ
ー
ル
し
て

も
ら
え
た
よ
う
だ
。
私
よ
り
１
時
間
も
早

く
ゴ
ー
ル
し
た
Ｎ
さ
ん
は
コ
ー
ル
を
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
と
、
悔
し
そ
う
に
言
っ

て
い
た
。
遅
い
ゴ
ー
ル
を
慰
め
て
く
れ
た

の
か
も
…
と
今
と
な
っ
て
は
そ
う
思
え
て

な
ら
な
い
。

　

そ
の
Ｎ
さ
ん
と
は
92
年
、
翌
93
年
の
第

20
回
、
98
年
の
第
25
回
と
節
目
の
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
を
一
緒
に
走
っ
た
。
そ
の
Ｎ

さ
ん
が
急
逝
し
て
２
年
。
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
マ
ラ
ソ
ン
は
数
年
前
に
私
た
ち
が

走
っ
た
コ
ー
ス
か
ら
少
し
変
更
に
な
っ

た
。
Ｎ
さ
ん
と
は
コ
ー
ス
も
変
わ
っ
た
こ

と
だ
し
、
私
が
60
歳
の
定
年
に
な
っ
た

ら
、「
リ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
で
走
ろ
う
よ
」と
、

よ
く
話
し
た
も
の
だ
っ
た
。
今
度
は
私
の

ほ
う
が
若
い
の
で
、
Ｎ
さ
ん
の
名
前
が
呼

ば
れ
る
の
を
ゴ
ー
ル
で
待
っ
て
い
る
よ
と

憎
ま
れ
口
を
た
た
き
つ
つ
。

　

残
念
な
が
ら
、
そ
の
約
束
は
果
た
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
来
年
が
20

回
連
続
と
な
る
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走

り
き
っ
た
ら
、
12
年
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
に
、「
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
○
○
、
Ｎ
」
と
言
う
つ
も

り
だ
。学

生
時
代
の
皆
さ
ん
に

お
礼
を
言
い
た
い

中
畑　

義
明（
文
）
福
岡
県

久
留
米
市

　

学
生
時
代
が
ま
る
で
数
年
前
の
こ
と
の

よ
う
に
鮮
明
に
蘇
る
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
と
同
じ
思

い
で
振
り
返
る
人
は
多
く
は
な
い
は
ず
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
お
世
話
に
な
り
な
が
ら

お
礼
の
言
葉
も
言
わ
ず
に
い
る
の
で
す
か

ら
。

　

工
業
高
校
を
卒
業
し
た
私
に
と
っ
て
、

文
学
部
入
学
が
夢
で
し
た
。
そ
の
夢
が
叶

う
直
前
に
父
の
会
社
が
倒
産
し
、
全
て
が

不
安
で
し
た
。
入
学
式
終
了
直
後
、
厚
生

課
で
事
情
を
話
す
と
、
即
奨
学
金
の
申
請

の
み
な
ら
ず
厚
生
課
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
勧

め
ら
れ
、
駿
河
台
で
の
学
生
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
苦
学
生
、
出
世
払

い
で
飲
み
に
行
く
ぞ
！
」
と
よ
く
誘
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
の
コ
ン
パ
で
担
任
の
隣
の
席
し
か
空

い
て
い
ず
、
遅
く
行
っ
た
私
は
必
然
的
に

そ
こ
に
座
り
、
訊
か
れ
る
ま
ま
に
家
の
事

情
を
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
担
任
に
再
会

し
た
の
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
教
員
に

な
っ
て
数
年
後
、
大
学
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
中
で
し
た
。「
中
畑
君
だ
よ
ね
」
の
一

言
に
言
葉
を
失
い
、
恐
縮
し
て
ひ
た
す
ら

見
送
る
だ
け
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
「
３
度

無
断
で
休
ん
だ
ら
除
籍
」
の
は
ず
が
数
回

出
席
し
た
だ
け
で
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
試

験
が
レ
ポ
ー
ト
に
代
わ
り
、
教
科
教
育
法

で
単
位
が
貰
え
、
教
員
に
な
れ
た
訳
が
そ

の
時
は
っ
き
り
し
た
の
で
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
て
い
た
の

で
、
学
友
と
の
付
き
合
い
も
限
ら
れ
、
酒

も
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
縁
の
な
い
学
生
生
活
で

し
た
。
と
は
言
え
、
何
よ
り
の
楽
し
み
は

ク
ラ
ス
の
女
性
と
上
野
の
文
化
会
館
に
音

楽
を
聴
き
に
行
く
こ
と
で
し
た
。
コ
ン

サ
ー
ト
の
後
、
二
人
で
歩
い
て
い
て
も
思

い
を
伝
え
ら
れ
ず
に
切
な
い
気
持
ち
で
一

杯
で
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
残
念
な
の
は
在
学
中
ク

ラ
ス
の
コ
ン
パ
は
１
年
の
時
と
卒
業
の
時

の
２
度
だ
け
。
お
ま
け
に
卒
業
ア
ル
バ
ム

ど
こ
ろ
か
住
所
録
す
ら
持
た
ず
に
卒
業
し

た
こ
と
で
す
。

　

東
北
生
ま
れ
の
私
が
、
そ
の
後
、
神
奈

川
、
千
葉
、
そ
し
て
福
岡
で
教
員
を
し
て

い
ら
れ
る
の
も
、
不
安
で
仕
方
の
な
い
学

生
時
代
を
温
か
い
眼
で
見
守
っ
て
く
れ
た

人
々
が
い
た
か
ら
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
曲
が
り
な

今
に
な
っ
て
思
い
出
す
、あ
の
時
あ
ん
な
こ
と
…
…
。心
の
ど
こ
か
に
今
で
も
鮮
や
か
に

残
っ
て
い
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
と
っ
て
お
き
の
思
い
出
の
数
々
が
会
員
の
皆
様

か
ら
届
き
ま
し
た
。（
レ
イ
ア
ウ
ト
の
都
合
に
よ
り
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

「
も
う
一
度
○
○
し
た
い
△
△
」を
語
る
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り
に
も
自
分
の
道
を
歩
め
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
も
し
叶
う
な
ら
、
も
う
一
度
級
友

と
、
そ
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
と
酒

を
酌
み
交
わ
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。

仲
間
を

大
切
に
し
た
い

宍
戸　

平
和（
経
）
東
京
都

世
田
谷
区

　

私
は
卒
業
後
、
家
業
の
青
果
店
を
30
年

間
経
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
53
年

に
結
婚
し
て
一
男
、
三
女
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
長
女
は
助
産
師
で
内
科
医
と
、
長
男

は
二
度
の
転
職
を
経
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関

連
の
営
業
マ
ン
で
中
学
校
の
体
育
教
師

と
、
次
女
は
ホ
テ
ル
ウ
ー
マ
ン
で
映
像
技

師
と
そ
れ
ぞ
れ
結
ば
れ
、
三
女
は
早
稲
田

大
学
ス
ポ
ー
ツ
学
部
４
年
（
大
学
院
進
学

希
望
）
柔
道
部
主
将
で
す
。

　

後
継
者
に
恵
ま
れ
ず
３
年
前
に
商
売
を

や
め
、
自
身
の
不
動
産
管
理
で
生
計
を
立

て
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
地
元
地
域
の
た
め
何
か
お
役
に
立
ち
た

い
と
常
々
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

商
店
街
活
動
や
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
、
京
王
線
立
体
化
に
関
わ
る
街
づ
く

り
に
携
わ
る
な
か
で
、
地
域
の
価
値
を

高
め
る･

誰
に
も
心
地
よ
い
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
本
年
８
月
非
営
利
型
の
「
株
式
会
社

ま
ち
づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
設
立
し
、

代
表
取
締
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
の
心
の
根
底
に
仲
間
を
大
切
に
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
幼
少
期

の
近
所
の
仲
間
、
小
・
中
学
校
の
同
級
生
、

高
校･

大
学
の
運
動
部
連
中
、
大
学
Ｏ
Ｂ

会
や
49
年
卒
業
の
関
東
学
生
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
仲
間
た
ち
。
と
に
か
く

生
き
て
い
く
な
か
で
友
人
や
知
り
合
い
ほ

ど
大
切
な
も
の
は
無
い
と
体
感
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、
ま

た
相
談
に
乗
っ
た
り
、助
言
を
受
け
た
り
、

刺
激
を
受
け
た
り
、
与
え
た
り
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
、
日
本
人
ら

し
く
生
涯
、
社
会
と
家
族
と
楽
し
く
悔
い

の
無
い
一
生
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

も
う
一
度
会
い
た
い

60
歳
の
母

荻
原　

紀
行（
法
）
東
京
都

三
鷹
市

　

母
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
平
成
13
年
６

月
30
日
で
す
。
享
年
77
歳
で
し
た
。
母
が

70
歳
の
時
に
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
左
半
身
に

麻
痺
が
残
り
、
障
害
等
級
２
級
の
判
定
を

受
け
、
辛
い
闘
病
生
活
を
７
年
間
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
小
生

の
こ
と
す
ら
わ
か
ら
な
い
痴
呆
が
始
ま
り

ま
し
た
。　

　

60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
、
そ
ん
な
母
の

口
癖
が
Ｐ
．
Ｐ
．
Ｋ（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）

で
し
た
。
で
も
、
人
生
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。

　

小
生
は
、
母
が
倒
れ
た
と
き
は
、
北
海

道
の
札
幌
に
勤
務
し
て
お
り
、
亡
く
な
っ

た
時
は
、
群
馬
県
の
前
橋
に
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
大
事
な
と
き
に
傍
に
居
て
あ

げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
い
か
に
社
命

と
は
い
え
、
一
人
っ
子
の
自
分
に
は
未
だ

に
悔
い
が
残
り
ま
す
。

　

今
ま
で
仕
事
、
仕
事
で
過
去
を
振
返
る

余
裕
も
な
く
、
毎
日
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
こ
の
歳
に
な
り
、
健
在
だ
っ

た
頃
の
母
に
も
う
一
度
会
っ
て
、
母
の
人

生
や
、
自
分
の
人
生
の
色
々
な
話
を
し
て

み
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

も
う
一
度
歩
き
た
い

散
歩
道

三
橋　

勝
美（
法
）
神
奈
川
県

横
浜
市

　

今
か
ら
半
世
紀
（
正
確
に
は
49
年
）
も

昔
に
遡
る
小
学
校
の
５
年
生
で
あ
っ
た
私

は
、
そ
の
年
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
転
地

療
養
の
た
め
に
、
東
京
の
飯
田
橋
に
あ
る

Ｔ
病
院
に
入
院
し
た
。

　

私
は
、
２
歳
位
の
時
か
ら
小
児
喘
息
に

罹
り
、
以
来
、
40
年
近
く
に
亘
り
喘
息
の

発
作
に
苦
し
み
、
悩
ま
さ
れ
る
日
々
が
続

い
た
。
現
在
は
、
す
っ
か
り
完
治
し
心
身

と
も
健
康
で
あ
る
が
、
小
学
生
の
時
は
病

気
が
最
も
ひ
ど
い
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
ん

な
私
を
心
配
し
た
両
親
が
治
療
の
一
環
と

し
て
、Ｔ
病
院
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

喘
息
と
い
う
病
気
は
発
作
さ
え
起
き
な

け
れ
ば
、
ほ
ぼ
健
常
者
と
変
わ
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
入
院
早
々
に
、
看
護
師
さ
ん

達
と
も
仲
良
く
な
り
、
そ
の
う
ち
、
朝
の

検
温
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

看
護
師
さ
ん
と
一
緒
に
毎
朝
各
ベ
ッ
ド
を

回
り
、
体
温
計
を
患
者
さ
ん
に
渡
し
、
一

巡
す
る
と
、
今
度
は
体
温
計
の
回
収
に
ま

た
回
る
と
い
う
の
が
日
課
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
入
院
生
活
の
中
で
も
私
が
一
番

楽
し
か
っ
た
の
は
、
夕
方
の
散
歩
で
あ
る
。

私
が
子
供
心
に
憧
れ
て
い
た
Ｉ
さ
ん
と
の

散
歩
で
あ
る
。
Ｉ
さ
ん
は
と
て
も
明
る
く

て
美
人
の
看
護
師
さ
ん
だ
っ
た
が
、
私
の

こ
と
を
大
変
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
。
勤
務

が
終
わ
る
と
散
歩
に
行
こ
う
と
よ
く
誘
っ

て
く
れ
た
。
病
院
の
す
ぐ
前
が
川
で
、
夕

暮
れ
時
の
川
面
か
ら
受
け
る
涼
風
で
気
分

が
少
し
高
揚
し
た
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

川
の
堤
防
沿
い
に
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
散

歩
す
る
こ
と
が
子
供
心
に
も
最
高
に
嬉
し

か
っ
た
．

　

何
を
話
し
た
か
は
、
今
で
は
全
く
記
憶

に
無
い
が
、
も
し
、
奇
跡
的
に
も
う
一
度

出
会
え
た
ら
、
あ
の
川
沿
い
の
道
を
散
歩

し
な
が
ら
当
時
の
思
い
出
話
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

も
う
一
度
行
き
た
い

バ
ル
セ
ロ
ナ

黒
澤　

義
己（
法
）
千
葉
県

市
川
市

　

子
供
の
こ
ろ
、
何
と
な
く
ス
ペ
イ
ン
語

に
憧
れ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
が
普
及
し
て
だ

い
ぶ
経
っ
た
時
分
に
、
目
の
前
に
現
れ

た
の
が
、｢

ゾ
ロ｣

で
あ
る
。
面
白
か
っ

た
。
ゾ
ロ
の
舞
台
背
景
は
、
開
拓
時
代
の

ア
メ
リ
カ
西
部
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
あ

る
。
当
時
彼
の
地
は
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
下

に
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
が
公
用
語
で
あ
っ

た
。
ゾ
ロ
が
か
っ
こ
い
い
、
そ
し
て
そ
の

か
っ
こ
い
い
ゾ
ロ
が
時
々
使
う
ス
ペ
イ
ン

語
が
、
ま
た
か
っ
こ
い
い
…
。
子
ど
も
と

い
う
の
は
単
純
な
も
の
で
あ
る
。

　

時
代
は
下
り
、私
の
30
歳
台
最
後
の
夏
。

た
ま
た
ま
１
週
間
ま
る
ま
る
休
み
が
取
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

て
は
、
滅
多
に
な
い
好
機
だ
っ
た
。
妻
と

相
談
し
海
外
旅
行
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

行
先
は
？　

そ
う
、
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。

迷
う
こ
と
な
く
、
選
ん
だ
。
折
し
も
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
前
年

で
あ
っ
た
。

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
、
マ
ド
リ
ー
ド
両
方
回
っ

た
が
、最
初
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
良
か
っ
た
。

何
と
言
っ
て
も
、
ガ
ウ
デ
ィ
の
建
築
物
が

あ
る
。｢

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア｣

な

ど
、
異
次
元
の
建
物
で
あ
る
。
し
か
も
、

ガ
ウ
デ
ィ
は
と
っ
く
に
亡
く
な
っ
て
い
る

の
に
、
当
時
ま
だ
建
築
中
、
そ
し
て
何
と
、

あ
れ
か
ら
約
20
年
経
っ
た
今
な
お
工
事
は

進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

あ
れ
か
ら
ど
の
程
度
工
事
が
進
ん
だ
の

か
、
当
然
見
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
建
物

の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
っ
て
み
た
い
。実
は
、

私
は
前
回
、
下
か
ら
眺
め
た
だ
け
で
、
上

に
は
登
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
何
し
ろ

行
っ
た
の
は
夏
。
暑
く
て
暑
く
て
、
と
て

も
上
ま
で
登
る
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

私
よ
り
何
歳
か
若
い
妻
は
、
登
り
た
が
っ

て
い
た
。
今
で
も
、こ
の
話
題
に
な
る
と
、

私
は
妻
に
責
め
ら
れ
る
。

　

私
が
も
う
一
度
行
き
た
い
と
こ
ろ
。
今

度
は
季
節
を
選
ん
で
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
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日
課
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

三
瓶　

富
子（
文
）

　

私
は
、大
学
時
代
は
引
っ
込
み
思
案
で
、

友
人
も
少
な
く
名
前
も
思
い
出
す
の
が
大

変
で
し
た
。
敬
称
略
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
渡
辺
八
一
、
目
良
卓
、
お
元
気
で
す

か
。
在
学
中
は
文
学
旅
行
を
よ
く
ご
一
緒

し
ま
し
た
。
卒
業
後
の
交
流
は
途
絶
え
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
…
。

　

就
職
は
金
融
機
関
に
勤
務
、
勤
続
31
年

目
に
母
親
の
介
護
の
話
が
出
て
、
早
期
退

職
を
し
ま
し
た
。
在
職
中
か
ら
土
、
日
は

近
く
の
都
立
公
園
の
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
、
園
芸
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
園
芸
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
勉
強
を
始

め
て
、
日
本
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お

い
て
は
欧
米
に
比
し
後
進
国
で
有
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

園
芸
も
土
作
り
、
植
物
の
育
成
、
花
壇

の
デ
ザ
イ
ン
と
好
奇
心
が
ど
ん
ど
ん
深
ま

り
ま
し
た
。
東
京
都
環
境
局
の
「
緑
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
一
級
認
定
指
導
者
」
に
な
っ

て
か
ら
は
、
東
京
グ
リ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
放
置
さ

れ
た
竹
林
の
整
備
や
里
山
作
り
に
時
間
を

費
や
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
竹
林
整
備
作
業
の
た
め
、「
竹

の
学
校
」
で
講
座
を
受
講
中
で
す
。
こ
の

学
校
で
は
竹
の
種
類
や
伐
竹
後
の
活
用
法

等
、
学
ぶ
事
が
多
く
と
て
も
興
味
津
津
で

す
。無

縁
社
会
か
ら
の
脱
出 

　

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
高
層
住
宅
の

一
角
に
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
が
有
り
ま
す
。

団
地
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
の
た
め
の
セ

ン
タ
ー
で
す
。
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
声
か
け
で
、
園
芸
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
モ
デ
ル
と
し
て
「
さ
く
ら
・
さ

く
ら
の
会
」を
作
り
ま
し
た
。
活
動
は「
庭

の
手
入
れ
と
花
壇
作
り
」
で
、
主
に
四

季
折
々
花
を
咲
か
せ
、
花
壇
の
花
を
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
方
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
に
使
用
し
ま
す
。
た
だ
、
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
は
「
さ
く
ら
・
さ
く
ら
の

会
」
の
会
員
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
の

「
ひ
き
こ
も
り
」や「
孤
独
死
」と
い
う「
無

縁
社
会
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高

層
団
地
の
一
人

暮
ら
し
の
方
の

「
無
縁
社
会
解

消
」
の
た
め
の

声
か
け
の
一
環

と
し
て
、
団
地

自
治
会
役
員
と

「
さ
く
ら
・
さ
く

ら
の
会
」
と
で
、

花
壇
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
高
齢
者
の
方
々
の
参
加
導
入
が

で
き
る
よ
う
な
コ
ラ
ボ
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
還
暦
を
迎
え
た
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
会
社
を
定
年
退
職
し
て

毎
日
が
日
曜
日
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
健
康
に
気
を

つ
け
ま
す
と
人
生
85
歳
ま
で
、
ま
だ
約
25

年
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
考

え
て
い
る
方
は
ご
自
分
が
何
が
好
き
で
何

が
で
き
る
か
、
趣
味
が
少
な
い
方
は
好
奇

心
旺
盛
に
、
ご
自
分
が
何
を
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
人
も
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
覗
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
生
き
が
い
に
な

る
何
か
が
発
見
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　

父
が
七
月
に
死
去
し
た
。
91
歳
だ
っ
た
。
父
は
認
知
症
を
患
っ
て
い
て
、
家
か

ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
を
押
し
て
一
人
で
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
い
、
交
番
か
ら

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
が
何
回
も
重
な
っ
て
く
る
と
肩

身
が
狭
く
な
り
、
家
族
も
対
応
を
練
っ
た
。
区
役
所
の
福
祉
課
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
り
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
居
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
３
年
待
た
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
と
い
わ
れ
た
が
、
幸
運
に
も
か
な

り
早
く
入
居
で
き
た
。介
護
認
定
が
４
で
あ
っ
た
の
と
高
齢
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
父
は
騒
ぎ
を
起
こ
す
こ
と
は
な
く
、
家
に
い
る

時
よ
り
は
よ
っ
ぽ
ど
良
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
高
齢
者
に
も
生
き
が
い
を
与
え
よ

う
と
、
東
京
タ
ワ
ー
へ
行
っ
た
り
、
バ
ス
で
町
を
遊
覧
し
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
を
し

た
り
と
入
居
者
の
慰
労
に
努
め
て
い
る
。
父
も
満
更
で
も
な
い
よ
う
な
顔
つ
き
を

し
て
い
た
。

　

こ
う
い
う
生
活
が
１
年
程
続
い
た
が
自
分
の
姉
の
訃
報
や
親
戚
の
人
の
訃
報
な

ど
が
相
次
ぎ
、
元
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
点
滴
で
栄
養
補
給
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
も
う
長
く
な
か
っ
た
。
私
は
点
滴
で
も
一
月
ぐ
ら
い
も
つ

だ
ろ
う
と
の
ん
び
り
構
え
て
い
た
の
で
臨
終
を
看
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

父
の
骨
は
少
し
黒
っ
ぽ
か
っ
た
。
四
十
九
日
は
終
戦
記
念
日
に
と
和
尚
さ
ん
が

決
め
て
く
れ
た
。
そ
の
日
は
快
晴
だ
っ
た
。
御
経
を
あ
げ
て
も
ら
い
、
沢
山
の
お

塔
婆
を
立
て
、遺
骨
を
お
墓
に
納
め
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
で
お
墓
に
主
が
で
き
た
。

　

四
十
九
日
が
過
ぎ
て
家
に
蝦が
ま
が
え
る

蟇
蛙
が
で
た
。
母
が
裏
庭
で
見
つ
け
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
人
も
見
つ
け
、
私
も
見
つ
け
た
。
し
か
し
数
日
の
間
だ
け
で
後
は
全
く
見
な

か
っ
た
。
父
は
蛙
が
咽
を
鳴
ら
す
よ
う
な
仕
種
を
し
て
い
た
か
ら
、
も
し
か
し
た

ら
蝦
蟇
蛙
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
輪
廻
転
生
と
い
う
で
は
な
い
か
。

　

母
は
父
と
年
は
そ
れ
程
変
わ
ら
な
い
が
と
て
も
元
気
だ
。
週
一
回
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
っ
て
い
る
。
後
10
年
も
す
れ
ば
百
歳
を
迎
え
る
。
そ
う
し
た
ら
表
彰
さ
れ

る
だ
ろ
う
、
私
は
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
。　

（経）

ら

く

が

き

楽
苦
我
喜
高
柴 

富
士
男
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葬
儀
に
行
っ
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
遺
影
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
少
な
い
。
考

え
て
み
る
と
自
分
の
肖
像
を
ち
ゃ
ん
と
撮
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
免
許
証
の
更

新
時
…
。
手
頃
な
カ
メ
ラ
で
き
れ
い
に
撮
る
方
法
を
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
高

橋
さ
ん
が
レ
ク
チ
ャ
ー
。
１
回
目
は
「
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
撮
ろ
う
」
で
す
。

　

今
回
か
ら
写
真
講
座
を
始
め
ま
す
高
橋

和
幸
で
す
。
カ
メ
ラ
は
僕
が
普
段
使
う
よ

う
な
プ
ロ
用
の
高
級
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で

は
な
く
ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
る
コ
ン
パ
ク

ト
カ
メ
ラ
を
使
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
講

座
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
普
段
無
視
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
に
も

か
わ
い
い
孫
に
も
喜
ば
れ
る
こ
と
請
け
合

い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
始
ま
り
で
す
。今
回
は「
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
を
撮
ろ
う
」
で
す
。
こ
の
歳
に

な
る
と
な
か
な
か
自
分
の
き
ち
ん
と
し
た

肖
像
写
真
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自
分

ら
し
さ
を
写
す
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
は
毎

年
き
ち
ん
と
撮
っ
て
、
自
分
の
顔
に
責
任

 

高
橋　

和
幸

カ
メ
ラ
マ
ン

（
法
）

２
０
１
０
年

９
月
11
日
㈯
高
木
一
成

（理工）

　

平
成
21
年
春
に
第
１
回
大
会
を
４
人
１

組
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
第

４
回
で
初
め
て
２
組
８
名
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
宮
崎
か
ら
参
加
の
黒
木
兼

一
郎
氏
を
は
じ
め
、
山
﨑
司
平
、
荻
原
紀

行
、
大
竹
力
三
氏
の
常
連
に
加
え
、
初
参

加
の
小
林
隆
宣
氏
、
友
人
の
日
野
氏
と
弊

愚
妻
の
８
名
。

　

真
夏
日
の
更
新
が
続
く
異
常
気
象
の

中
、
９
月
11
日
に
埼
玉
県
の
飯
能
パ
ー
ク

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
。
前
日

の
雨
で
い
く
ら
か
涼
し
さ
を
感
じ
る
好
天

の
下
で
ス
タ
ー
ト
。

　

早
速
１
ホ
ー
ル
目
の
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
か

ら
、
初
参
加
の
小
林
氏
の
あ
わ
や
２
オ
ン

か
と
い
う
剛
腕
が
さ
く
裂
し
て
の
パ
ー
ス

タ
ー
ト
。
こ
れ
に
対
し
て
遠
征
の
疲
れ
も

見
せ
ず
に
黒
木
氏
も
着
実
に
パ
ー
で
ス

タ
ー
ト
。
そ
れ
に
引
き
換
え
夫
婦
で
一
緒

に
回
っ
た
私
は
ト
リ
プ
ル
。妻
か
ら
は「
私

は
ダ
ボ
、
貴
方
ど
う
し
た
と
」
と
さ
さ
や

か
れ
カ
チ
ー
ン
と
す
る
も
辛
抱
。
時
々
後

続
の
組
か
ら
は
何
や
ら
騒
々
し
い
声
と
笑

い
声
が
風
に
乗
っ
て
響
き
渡
っ
て
く
る
。

　

昼
食
で
の
（
ノ
ン
）
ア
ル
コ
ー
ル
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
満
タ
ン
に
し
た
後
続
組
は
、
後

半
の
ラ
ウ
ン
ド
を
日
野
氏
が
初
の
39
、
荻

原
、
大
竹
氏
が
自
己
ベ
ス
ト
の
ス
コ
ア
を

達
成
し
た
。
一
方
私
た
ち
夫
婦
は
、黒
木
、

小
林
氏
の
快
進
撃
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に

つ
い
て
行
く
の
が
や
っ
と
。

　

結
果
は
80
台
が
３
名
、
90
台
が
２
名
、

100
台
が
１
名
、
110
台
が
２
名
と
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
大
会
に
な
っ
た
。

　

次
回
は
平
成
23
年
３
月
19
日
（
土
）
飯

能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
。
49
年
白

門
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
大
半
が
現
役
を
離
れ
る
数
年
後
は
平

日
に
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス

コ
ア
に
は
関
係
な
く
楽
し
い
で
す
よ
。

第
４
回
白
門
ゴ
ル
フ
会
奮
闘
記

を
持
と
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
イ

エ
ー
イ
。
と
い
う
こ
と
で
遺
影
に
も
使
え

る
写
真
を
撮
り
ま
す
。

　

過
日
岳
父
が
亡
く
な
っ
た
時
で
す
。
急

な
こ
と
だ
っ
た
の
で
肖
像
写
真
が
な
く
、

昔
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
使
っ
た
の
で
す

が
、
こ
れ
が
プ
リ
ン
ト
で
渡
し
た
上
に
ピ

ン
ボ
ケ
写
真
。
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
弔

問
者
に
は
不
評
を
買
い
ま
し
た
。

　

２
枚
の
写
真
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず

上
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
。
こ
れ
は
遺
影
に
は

使
い
づ
ら
い
で
す
。
下
の
写
真
の
よ
う
に

背
景
を
す
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
と
使
い
勝

手
が
あ
り
ま
す
。
撮
影
場
所
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
家
の
中
の
窓
側
で
自
然
光
が
入
っ
て

く
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま
す
。
次
に
観
葉
植

物
と
か
柱
、
桟
な
ど
が
写
真
の
中
に
写
り

こ
ま
な
い
方
が
い
い
で
す
。

　

カ
メ
ラ
位
置
は
縦

に
構
え
、
脇
を
し
っ

か
り
締
め
て
静
か
に

撮
り
ま
す
。
奥
様
に

撮
っ
て
も
ら
う
と
き

は
「
ほ
ら
僕
た
ち
の
若
い
時
を
思
い
出
し

て
ご
ら
ん
」
な
ん
て
い
う
と
、
当
時
の
恋

の
余
韻
を
思
い
出
し
「
そ
う
だ
わ
あ
の
頃

は
こ
の
人
も
格
好
よ
か
っ
た
わ
」
な
ん
て

心
に
思
い
出
し
い
い
男
に
撮
っ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

内
側
か
ら
顔
の
横
に
白
い
紙
か
、
布
団

の
シ
ー
ツ
を
立
て
る
と
レ
フ
板
代
わ
り
に

な
っ
て
柔
ら
か
い
写
真
に
な
り
ま
す
。

　

感
度（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）を
上
げ
て
、シ
ャ
ッ
タ
ー

ス
ピ
ー
ド
を
速
く
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
写
真
の
ブ
レ
を
防
ぎ
ま
す
。
素
人
の

人
の
ピ
ン
ボ
ケ
は
ほ
と
ん
ど
が
手
持
ち
の

ブ
レ
で
す
。
こ
れ
で
ク
リ
ア
な
写
真
が
撮

れ
ま
す
。

　

保
存
は
Ｃ
Ｄ
に
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と

い
う
時
に
葬
儀
屋
さ
ん
に
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
か

ら
の
複
写
で
す
と
間
違
い
な
く
ピ
ン
ボ
ケ

に
な
り
ま
す
。
死
ん
で
ま
で
み
ん
な
に
「
相

変
わ
ら
ず
こ
い
つ
は
ボ
ケ
て
る
ね
」
な
ん

て
言
わ
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

２
０
１
０
年

７
月
31
日
㈯
小
澤
秀
敏
（経）

　

今
年
も
49
年
白
門
会
、
夏
恒
例
の
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
真

夏
日
が
続
い
て
い
た
７
月
31
日
の
土
曜
日

正
午
、
銀
座
中
央
通
り
か
ら
一
本
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
隠
れ
家
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
イ
オ
ン
銀
座
二
丁
目
店
」に
、49
会
の

メ
ン
バ
ー
が
三
々
五
々
集
ま
っ
て
く
る
。

　

参
加
予
定
は
14
名
。
予
定
時
間
が
来
た

が
、
ま
だ
３
名
が
来
て
い
な
い
。
そ
の
時

携
帯
に
電
話
が
入
っ
た
。
近
く
ま
で
来
た

が
、
店
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
の
で
迎

え
に
出
る
。
中
々
会
え
ず
、
し
ば
ら
く
探

し
た
あ
げ
く
、
つ
い
に
遠
く
に
姿
を
見
つ

け
無
事
合
流
。
で
も
、
依
然
と
し
て
参
加

予
定
者
の
２
名
が
来
て
い
な
い
。

　

２
名
未
着
で
定
刻
15
分
遅
れ
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
、
山
﨑
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で

ビ
ー
ル
を
一
気
に
飲
み
干
す
。
猛
暑
の
真

昼
間
に
飲
む
ビ
ー
ル
は
美
味
い
！　

イ
ベ

ン
ト
初
参
加
の
会
員
も
古
く
か
ら
の
会
員

も
、
ア
ラ
カ
ン
と
は
思
え
ぬ
勢
い
で
ビ
ー

ル
と
料
理
を
口
に
運
ん
で
い
く
。
ラ
イ
オ

ン
伝
統
の
「
チ
キ
ン
唐
揚
げ
」
は
や
は
り

絶
品
だ
。
こ
う
し
て
飲
み
放
題
付
き
の

パ
ー
テ
ィ
ー
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
２
時
間

の
制
限
時
間
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

後
日
談
だ
が
、
二
人
の
内
一
人
は
完
全

な
る
失
念
で
、
も
う
一
人
は
キ
ャ
ン
セ
ル

の
メ
ー
ル
を
入
れ
た
そ
う
だ
が
届
い
て
い

な
か
っ
た
…
…
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
な

ん
で
も
当
日
は
神
輿
を
担
い
で
い
た
と

か
。 猛

暑
の
真
昼
、

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

ちょっと役立つ

アラカン
写真講座
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会費の納入についてのお願い
　49年白門会は会費によって運営されています。未納入の方は、是
非、会費を納めてくださるようお願いいたします。
年会費3,000円、入会金1,000円です。
　なお納入方法は、下のいずれかをお選びください。
①郵便振替 （手数料は不要です）
 振替口座番号 「00180-3-196081」
 口座名称 「49年白門会」
②銀行振込 （振込手数料が必要です）
　銀行名 三菱東京UFJ銀行日野市役所支店 普通預金「0569115」
　口座名 49年白門会　代表　山﨑厚太

49年白門会連絡先・事務局
※ 住所・勤務先変更、新規会員紹介、お問い合わせ等、何でもご連絡
ください。
※ 年２回発行するこの会報へ、広告の出稿、詩、俳句、エッセー等の
原稿、企画案、ご意見をお寄せください。

49年白門会幹事長　中　島　章　夫
東京都千代田区神田駿河台3-11-5 中央大学学員会事務局

電話  042-674-3468（学生課）FAX  03-3219-6177
※メールアドレスの登録・変更は
　hakumon@gray.plala.or.jp　にご連絡ください。

　

９
月
11
日
か
ら
４
泊
５
日
、
司
馬
遼
太

郎
の
「
街
道
を
行
く
」
を
片
手
に
、
下
北

半
島
を
中
心
に
青
森
を
歩
く
一
人
旅
に
出

た
。
帰
る
日
を
決
め
な
い
放
浪
の
旅
に
出

た
い
の
だ
が
、
ま
だ
現
役
で
、
そ
こ
ま
で

の
自
由
は
な
い
。

　

早
乙
女
貢
の
「
会
津
士
魂
」
な
ど
幕
末

の
会
津
藩
に
関
す
る
本
を
読
ま
れ
て
い
る

方
に
は
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
う

が
、
会
津
藩
の
歴
史
に
は
同
情
を
禁
じ
え

な
い
。
ど
こ
よ
り
も
勤
皇
の
志
の
篤
か
っ

た
会
津
藩
28
万
石
は
朝
敵
の
汚
名
を
着
せ

ら
れ
取
り
潰
さ
れ
、
一
年
後
に
下
北
半
島

で
３
万
石
の
斗
南
藩
と
し
て
お
家
再
興
が

認
め
ら
れ
た
。
下
北
半
島
は
恐
山
も
あ
る

不
毛
の
地
、
藩
士
が
復
興
を
夢
見
て
移
住

し
懸
命
に
開
墾
し
た
が
作
物
は
ほ
と
ん
ど

で
き
な
い
。
さ
ら
に
一
年
後
に
は
廃
藩
置

県
に
よ
り
斗
南
藩
も
消
滅
し
た
。

　

か
つ
て
復
興
を
夢
見
て
藩
士
二
百
世
帯

が
暮
ら
す
街
並
み
だ
っ
た
斗
南
ヶ
丘
も
、

今
で
は
か
す
か
に
「
斗
南
藩
史
跡
地
」
の

碑
と
土
塀
跡
の
み
が
残
る
の
み
。
そ
こ
か

ら
八
百
メ
ー
ト
ル
歩
く
と
過
酷
な
生
活
に

志
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
藩
士
た
ち
が
静
か

に
眠
る
旧
斗
南
藩
士
の
墓
地
が
あ
る
。
今

で
は
地
元
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
片
隅
に

か
ろ
う
じ
て
短
い
説
明
が
あ
る
の
み
。
観

光
客
も
ほ
と
ん
ど
来
な
い
。
歩
き
な
が
ら

想
い
は
時
空
を
超
え
る
。（
藤
本
真
也
）

２
０
１
０
年

10
月
16
日
㈯
山
﨑
厚
太
（経）

　

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
半
袖
が
良

か
っ
た
１
日
で
し
た
。
遠
方
か
ら
は
名
古

屋
か
ら
加
納
さ
ん
、
新
潟
か
ら
松
平
さ
ん
、

ご
夫
婦
で
参
加
の
山
﨑
司
平
ご
夫
妻
、
初
参

加
の
平
田
さ
ん
等
総
勢
18
名
の
お
上
り
さ

ん
ご
一
行
で
す
。

　

事
業
部
長
の
小
澤
さ
ん
が
中
大
附
属
高

校
の
同
級
生
で
「
花
や
し
き
」
の
中
の
全

飲
食
店
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
宮
下

さ
ん
か
ら
「
花
や
し
き
」
の
入
園
券
＋
乗

物
券
３
枚
の
招
待
券
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
が
大
受
け
で
し
た
。

　

集
合
場
所
の
浅
草
駅
か
ら
建
設
中
の
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
右
手
に
見
て
浅
草
寺

参
拝
と
大
菊
花
展
に
行
く
予
定
が
、
菊
は
咲

い
て
い
ず
ガ
ッ
カ
リ
。
し
か
し
、
菊
は
な

く
と
も
浅
草
寺
の
仲
店
通
り
は
大
賑
わ
い
、

両
脇
の
店
も
珍
し
い
も
の
ば
か
り
で
目
移

り
が
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

途
中
浅
草
寺
の
改
築
現
場
を
覗
き
な
が

ら
い
よ
い
よ
「
花
や
し
き
」
で
す
。
最
初

に
宮
下
さ
ん
の
店
で
ビ
ー
ル
の
乾
杯
。
周
り

は
子
供
連
れ
の
家
族
ば
か
り
で
、
昼
間
か
ら

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
我
々
も
い
づ
ら
く

な
っ
て
す
ぐ
に
乗
物
へ
。
先
ず
Ｂ
ｅ
ｅ
タ

ワ
ー
、
こ
れ
は
ワ
イ
ヤ
ー
で
つ
る
さ
れ
た
５

〜
６
人
乗
り
の
箱
形
の
乗
物
が
回
り
な
が

ら
上
へ
上
が
っ
て
い
き
、
あ
た
り
が
一
望
に

出
来
ま
す
。
次
は
ス
リ
ラ
ー
カ
ー
、
お
化
け

屋
敷
の
中
を
２
人
乗
り
の
車
が
レ
ー
ル
の

上
を
走
り
ま
す
。
真
っ
暗
な
中
で
思
わ
ず

キ
ャ
ー
。
最
後
は
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
で
す
。
狭
い
ト
ン

ネ
ル
の
中
に
突
っ
込
ん
で
い
く
の
で
迫

力
満
点
で
す
。

　
「
花
や
し
き
」を
後
に
し
て
懇
親
会
場「
大

黒
家
」
へ
。
こ
こ
は
天
ぷ
ら
の
老
舗
。
こ
こ

で
後
藤
さ
ん
が
合
流
し
て
18
名
が
そ
ろ
い

ま
し
た
。

　

話
が
は
ず
む
中
、
山
﨑
司
平
さ
ん
ご
夫
婦

の
な
れ
そ
め
の
話
が
出
ま
し
た
。
一
同
そ
う

だ
っ
た
の
か
と
納
得
。
ま
た
、
元
海
上
保

安
庁
の
石
川
さ
ん
か
ら
、
自
分
も
尖
閣
諸
島

で
中
国
、
台
湾
漁
船
と
対
峙
し
た
と
の
話

も
あ
り
、あ
っ
と
ゆ
う
ま
の
２
時
間
で
し
た
。

童
心
に
返
っ
た
秋
の
一
日
で
し
た
。

浅
草
寺
参
拝
と
「
花
や
し
き
」

斗南藩

　

例
年
ど
お
り
「
Ｓ
ｕ
ｎ-

ｍ
ｉ
高
松
」

で
行
い
ま
す
。
今
回
か
ら
開
始
時
間
を
午

新　

年　

会

後
１
時
か
ら
に
繰
り
上
げ
ま
す
。
美
味
し

い
料
理
と
お
酒
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
！

日
時　

平
成
23
年
１
月
29
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

Ｓ
ｕ
ｎ-

ｍ
ｉ
高
松

　
　
　

東
京
都
中
央
区
銀
座
６―

３―

９

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
３―

５
５
６
８―

３
３
０
０

会
費　

６
千
円

　

ご
存
じ
寅
さ
ん
の
故
郷
で
す
。
春
の
１

日
を
、
寅
さ
ん
に
な
り
き
っ
て
散
策
し
ま

せ
ん
か
。

期
日　

平
成
23
年
３
月
12
日
（
土
）

詳
し
い
お
知
ら
せ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

葛
飾
柴
又
散
策


